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（様式２－２） 

平成２３年度 決算報告書 

 

国立大学法人 長岡技術科学大学 

 

（単位：百万円） 

区   分 予算額 決算額 
差額 

（決算－予算） 
備考 

収入 

 運営費交付金 

  うち補正予算による追加 

 施設整備費補助金 

  うち補正予算による追加 

 船舶建造費補助金 

 補助金等収入 

 国立大学財務・経営センター施設費交付金 

 自己収入 

  授業料、入学金及び検定料収入 

  附属病院収入 

  財産処分収入 

  雑収入 

 産学連携等研究収入及び寄附金収入等 

 引当金取崩 

長期借入金収入 

 貸付回収金 

 目的積立金取崩 

      計 

 

３，９５０ 

－ 

１５７ 

－ 

－ 

２４６ 

３３ 

１，４３１ 

１，３３８ 

－ 

－ 

９３ 

９４８ 

－ 

－ 

－ 

－ 

６，７６５ 

 

４，０４７ 

２２ 

１９７ 

－ 

－ 

２７９ 

３３ 

１，４６３ 

１，３６８ 

－ 

－ 

９５ 

９４４ 

－ 

－ 

－ 

１４９ 

７，１１２ 

 

９７ 

２２ 

４０ 

－ 

－ 

３３ 

－ 

３２ 

３０ 

－ 

－ 

２ 

△４ 

－ 

－ 

－ 

１４９ 

３４７ 

 

（注１） 

 

（注２） 

 

 

（注３） 

 

 

（注４） 

 

 

（注５） 

（注６） 

 

 

 

（注７） 

 

支出 

 業務費 

  教育研究経費 

   うち設備災害復旧事業 

  診療経費 

   うち設備災害復旧事業 

 施設整備費 

   うち施設災害復旧事業 

 船舶建造費 

 補助金等 

 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 

 貸付金 

 長期借入金償還金 

 国立大学財務・経営センター施設費納付金 

      計 

 

５，３８１ 

５，３８１ 

－ 

－ 

－ 

１９０ 

－ 

－ 

２４６ 

９４８ 

－ 

－ 

－ 

６，７６５ 

 

５，２９９ 

５，２９９ 

１５ 

－ 

－ 

２３０ 

－ 

－ 

２７９ 

８８９ 

－ 

－ 

－ 

６，６９７ 

 

△８２ 

△８２ 

１５ 

－ 

－ 

４０ 

－ 

－ 

３３ 

△５９ 

－ 

－ 

－ 

△６８ 

 

 

（注８） 

 

 

 

（注９） 

 

 

（注１０） 

（注１１） 

 

収入－支出 － ４１５ ４１５  

 

○予算と決算の差異について 

（注１）運営費交付金については，災害に伴う納品遅延・事業延期等による前年度繰越２１百万円と

退職手当未使用額前年度繰越５４百万円の繰入，および補正予算による追加交付額２２百万

円により，予算金額に比して決算金額が９７百万円多額となっています。 



（様式２－２） 

 

（注２）施設整備費補助金については，大学教育研究特別整備費が追加で交付されため，予算金額に

比して決算金額が４０百万円多額となっています。 

（注３）補助金等収入については，前年度の設備整備費補助金のうち災害に伴う納品遅延による繰越

額を繰り入れたため，予算金額に比して決算金額が３３百万円多額となっています。 

（注４）授業料、入学金及び検定料収入については，授業料等の徴収者数が予定より増えたため，予

算金額に比して決算金額が３０百万円多額となっています。 

（注５）雑収入については，主として特殊法人からの給付金および特許権譲渡等の収入により,予算金

額に比して決算金額が２百万円多額となっています。 

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入については，産学連携等研究収入において４９百万円の増と

なった一方，寄附金の受入れが予定より５３百万円少なかったため，予算金額に比して決算金額

が４百万円少額となっています。 

（注７）目的積立金取崩については，申請を行った平成２２年度剰余金における目的積立金が承認さ

れたため，予算金額に比して決算金額が１４９百万円多額となっています。 

（注８）教育研究経費については，経費の節減に努めたため、また業務達成基準を適用した事業によ

り１４１百万円が次年度以降の支出予定となったこと，および新専攻設置準備に係る経費と

して２３百万円，学生支援関係の整備として２２百万円、設備災害復旧分として１５百万円

の支出の増等により，予算金額に比して決算金額が８２百万円少額となっています。 

（注９）（注２）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が４０百万円多額となっています。 

（注１０）（注３）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が３３百万円多額となっています。 

（注１１）（注６）に示した理由等により，予算金額に比して決算金額が５９百万円少額となっています。 

 


